
令和 5年 12月 26日 

一般社団法人家畜改良事業団 

家畜改良技術研究所遺伝検査部 

 

 

牛βカゼイン遺伝子型検査を開始 

 

 

一般社団法人家畜改良事業団（理事長 富田育稔）は、乳タンパク質の主成分であるカゼ

インに関連する牛βカゼイン遺伝子型検査について、令和 6年 1月 4日（木）よりホルスタ

イン種を中心とする乳用種を対象に開始することとしましたのでお知らせします。 

 

牛乳に含まれるタンパク質であるβカゼインには、βカゼイン A1とβカゼイン A2があ

り、どちらを含むかは、牛の持つ遺伝子によって決定されます。本検査は、対象牛がもつβ

カゼイン遺伝子変異の遺伝子型（A1／A1型、A1／A2型、A2／A2型）を判別するもの

で、A1／A1型の個体からはβカゼイン A1の牛乳が生産され、A2／A2型の個体からはβ

カゼイン A2の牛乳が生産されます。 

 

 なお、検査申込、検査料については、申込窓口の日本ホルスタイン登録協会にお問い合わ

せください。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

一般社団法人 家畜改良事業団 

 家畜改良技術研究所 

 群馬県前橋市金丸町 316 

担 当 遺伝検査部 

 塗本 雅信（ぬりもと まさのぶ） 

TEL： 027-269-2441 

FAX： 027-269-9331 

E-mail： nurimoto@liaj.or.jp 

プレスリリース 
 


